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1１． 本論文の主旨
タイの少子高齢化と国立大学の独立法人化は、タイの私立大学に於けるタイ人入学者数
の減少を加速させ、私大の存続が危ぶまれるようになり、中には、既に廃業した私立大学も
現れた。ところが中国人のタイ大学入学者数は増大を続け、2013 年の統計ではタイの大学
に学ぶ留学生（正規学生）中、中国人は 36パーセントの 6663人を占め、かつ殆どが自らタ
イ留学を選択した私費留学生である。他方、ミャンマー、ラオス、カンボジア、ベトナムからの
留学生の多くは、タイ政府の奨学金という誘引があってタイに来た者である。
正規学生に加え、交換留学、ジョイントディグリー計画によりタイの大学に在学する中国
人学生は、現在 3 万人規模に達している。典型的な中国人留学生は、先進国に留学し、有
名大学卒業者という名声と就業の好機会とを手に入れようとするものであるが、中国人の目
から見れば小さな発展途上国に過ぎないタイ国を、特に留学先として選ぶ動機、理由は何
であろうか。本論文の第一の課題は、上述の動機、理由を明らかにすることである。この
テーマは最近の現象を扱うものであるため、未だ本格的な先行研究は存在していない。
タイの大学に学ぶ中国人留学生は増大し続けているが、彼等がタイへの唯一の中国新
移民ではない。中国の 1978 年の改革開放以後、タイは中国新移民の移民目的地の一つ
である。とりわけ、中国人観光客の増大を背景として中国人ビジネスマンの対タイ投資は増
大し、中国語ができるスタッフの需要も拡大した。更に、タイ中国の相互依存は、中小の中
国人商人にビジネスの機会を与えている。
しかし、最近急速に増大している留学生は、数的に他の種類の新移民を圧するまでにな
っている。留学生を移民の一つのタイプと見るかどうかについては議論があるが、相当数の
中国人留学生は卒業後タイで就業している。そのような中国人留学生卒業移民のタイでの
就業の実態と特徴を明らかにすることが本論文に第二の課題である。
上記課題に答えるため、次のような調査を実施した。まず中国人新移民を概観するため
政府統計局の公開データに加え、タイ出入国管理局の公開・非公開データ（ビザの種類毎
の件数、各種ビザの延長件数等）、労働省外国人就業管理室のデータ（ワークパーミット件
数）の資料収集を行った。しかし、これらの公式データには含まれない非合法な居住者や
意図的に実際とは異なる種類のビザを取得した者も少なくない。
中国新移民の現状把握のために、2015 年に 5 ヶ月間バンコク、チェンマイ、チェンライ、
厦門で関係者へのインタビューや臨場観察を実施した。この調査の結果、新移民中に占め
る中国人留学生の比重の大きさを改めて再認識した。留学生に絞って、彼等のタイ留学の
動機、卒業後の就業の実態調査を試みた。このため、2016 年から 17 年の合計 10 ヶ月余、
タイ政府、中国雲南省・広西省政府或は民間の、英、タイ、中国語の諸文献資料、統計及
び報告書を収集するとともに、32人の中国人留学生（バンコク、北タイの 8大学の学生）、21
人の卒業移民及び 34人のキーインフォーマント（受入大学関係者、企業の人事担当者、バ
ンコクの中国大使館員等）にインタビューを実施した。併せて中国人学生が多い大学にお
いて中国人学生に、2 回に分けて質問票を配布してアンケート調査を実施した。第一回目
はバンコクの 8大学で実施し 238人から回答を得た。2回目は北タイに位置する大学を中心
に 9大学で実施し 186人から回答を得た。同時にタイ留学後中国に帰国した元留学生調査
のため、オンラインを利用して中国人留学生ネットワークに質問票を配布し、2 週間で 26 人
から回答を得た。
本論文は、次の 5章及び結論から成る。
2２． 本論文の構成と概要
序論 Introduction は、本論文の課題、その重要性、背景と目的、先行研究ならびにキー
ワードなど諸概念を説明している。
第 2章 Unveiling New Chinese Migrants in Thailand
本章は、タイ社会における伝統的華僑のタイ流入、同化および経済支配の確立に至る
歴史を概観し、続いてタイへの中国人新移民の流入現象を説明する。グローバルに出現
した中国人新移民について、移動のパターン、コミュニティの形成及びネットワークなどに
ついて述べた後、タイ国における中国人新移民を投資家、小起業家・被雇用者、未熟練
労働者、留学生に４分類して、その属性・パターンを様々なデータから説明する。
第 3章 International Experience through Higher Education Institutions Abroad: Pattern of
Chinese Students Worldwide and the Rise of Chinese Students in Thailand
中国人留学生の国際移動についてグローバルなデータを示した後、中国人学生が海
外留学に向かう一般的な動機、要因を提示し、それに係わる中国及びタイ政府の重要な
政策・戦略、タイ高等教育の国際化などを分析する。更に、タイにおける中国人留学生に
ついて、所属大学、学部、出身地及びプログラム等を明らかにする。先進国に留学する
中国人は裕福家庭出身で主に沿岸地方の居住者であるが、先進国に比し 10 分の 1 程
度の学費のタイに留学する中国人は、タイ近隣の広西、雲南出身の中流の下層クラスの
家庭出身者（農家 32％，商人 26％など。年収は 6千元以下が 68％）が多いことが判明し
た。
第 4章Motivations Involving Chinese Student Migration and the Specific Characters
本章は、タイ留学中国人学生を、タイ語学習コースの学生とそれ以外の者に分けて、彼
らの留学動機及び彼等の特徴を精査した。留学生の人的資本の蓄積志向、中国政府が
広西・雲南を ASEAN とのリンケージ戦略拠点として重視し、この両省の 40 もの大学にタ
イ語課程が設置されていること、両省との間の文化交流の拡大及びタイと中国の大学間
交流の増大（2015年のジョイントプログラムは 135、ダブルディグリープログラムは 77）など
を留学生増大の要因として指摘した。広西省の主要民族である壮（チワン）族はタイ語族
系であるが、現在都市に住む壮族の青少年は既に壮語ではなく中国語を使用している
ので、言語の類似がタイ留学決定の一要因となることはなかった。
第 5章 The Migration Experience and the Transition from Student to Labor Migrant
本章は、タイ国の中国人留学生の卒業移民への転換の特徴とパターンを取り扱う。
中国人留学生中のタイ語専攻者の半数以上は卒業後タイで就業し、タイに留まる。タイ
中国間のビジネスの増大や中国人観光客の増大でタイ語専攻の中国人の需要が高いた
めである。タイでの所得は月額 2万―3.5万バーツで、広西・雲南で就業する場合の倍近
い。かつ、タイでの職業、生活は中国ほどの競争はなく、ストレスも少ない。それにも拘わ
らず出身地に帰る者の理由は、不十分なタイ語力、タイに於ける中国人客相手の通訳は
キャリア形成にならないこと、家族の要請、結婚などである。
結論（Conclusion）は、本研究の新たな知見を要約している。
3３． 口述試験での質疑応答
本論文審査委員会は、申請者から提出された学位請求論文を査読し、2019 年 4 月
24日に90分にわたり口述試験を実施した。主たる評価、質問点は下記の通りである。
新しい現象である、タイへの中国人新移民について広汎な資料収集により包括的に
新たな知識を提示できたことは評価できる。中国留学生が卒業後、雲南省や広西省に
帰国して働くよりもバンコクに残って働いた方が、所得が高いことを実証的に示した
ことや、上記２省においてタイ製ドラマが人気を博しているというタイ文化の中国進
出の事実などの提示も興味深い。但し、動機と要因の整理が不十分な点があり、また、
結論部分が簡略に過ぎる。結論部分は、中国人留学生がタイ語学習により人的資本を
最大化するという観点からの整理ができるのでないか。
留学生としての移動した後、留学先の労働市場へ参加するという道筋を論理的に展
開した点に研究上の貢献が見られる。但し、文献を用いた分析が中心であるが、独自
のデータを用いた分析部分が鮮明に判るような表現を工夫する方が望ましい。4章の
要因に関し、議論をサポートするための、独自のデータの提示が十分とは言えない。
タイへの中国人留学生急増の政治的要因が触れられいない。また、同じ ASEAN メン
バーであるマレーシア、インドネシアと比較する視座があれば、更なる発見もあった
のではないか。
口述試験においては、指摘や質問に関して適切に回答が示され、修正すべき点につ
いては、最終提出までに適切に修正することとなった。主査は修正が行われたことを
確認した。
４． 評価と審査結果
本論文の課題は、上記３の評価及び質疑応答にも記した如く、更に発展させるべき問題
は残るものの、比較的長時間をかけた広汎な調査により、見るべき新たな知見を提示できた
ので、研究上の貢献は少なくないものと認められる。
口述試験の内容を踏まえ、論文に関して慎重かつ総合的に審査を行なった
結果、博士課程の目的として、大学院設置基準（文部省令）第 4 条にいう、「専
攻分野について、研究者として自立して研究活動を行」うために「必要な高度の
研究能力及びその基礎となる豊かな学識」を、十分に備えていることが、本論文
により証明されたものと認め、全委員が一致して合格と判定した。
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